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Abstract
  This paper aims to discuss shortcomings of historical research on debate in 
modern Japan with particular emphasis on the Meiji and Taisho periods. Historical 
studies of debate theory and practice in modern Japan are few and far between and 
have mostly focused on Yukichi Fukuzawa (1835-1901) and political advocacy by 
voluntary associations (minken kessha) in the Freedom and People’s Rights Movement 
(1871-1890). The implicit assumption of the previous studies is that despite relentless 
eff orts made by Fukuzawa and painstaking political struggles for freedom of speech by 
People’s Rights activists, debate failed to take root in modern Japan. Contrary to the 
prevailing view that debate had largely dissipated by 1890 due to the Meiji government’s 
strict regulations and crackdowns, the paper contends that debate continued to be an 
important activity for members of youth clubs (seinenkai / seinendan) and orators clubs 
(benronbu) from the mid-Meiji through the Taisho periods. The paper concludes by 


































































討論会が開かれるようになり、明治 10 年代には新聞雑誌に比肩する言論媒体となる 4）。明治 12






















































ッシング、1874、p. 97）という記述がある。さらに、『会議便法』の原書とされる Luther Cushing 
著の Rules of Proceeding and Debate in Deliberative Assemblies（別名 Cushing ’s Manual）の原題



































































































ち、弁論（討論）会 19 回、雑会 15 会、その他 10 回と、弁論会が最も多く開催されている（松
崎、2005、p. 58）。しかし、発会から数ヶ月後に三田演説会の活動の中心は演説会に移行し始め













































































紅学舎」を結成し、6歳から 60 歳までの女性（男は 6歳から 10 歳まで）を対象に討論会を定期


























































に演説、討論なぞが流行した」と回顧している（p. 107）。室伏は明治 25 年（1892 年）生まれ














































































































































は抗議運動を主導した学生 8名を放校処分とし、同年 12 月には学生に同情的であった雄弁会責
任者の植原悦二郎教授を解雇する。こうした大学当局の一連の措置に激昂した学生は、ストライ
キなどの直接行動や演説会を通して、学生の放校処分の取消と植原の復職を求める運動を起こす。



























































































 7） 『読売新聞』1920 年 2月 25 日、p. 3。
 8） 但し、このことをもって福沢が男女同権を唱えていたと結論づけるのは早計である。例えば、
明治 7年 6 月 7 日の集会での演説を読むと、福沢は女性に対する演説教育の効用を家庭生活
に限定していたようである（松﨑、2003、p. 490）。
 9） 『読売新聞』1890 年 6月 7日、p. 2。




また、昭和 2年 3月 30 日の『読売新聞』で、日本女子大学教授の上代たの子が、英国の女学
生の間で盛んに討論会が行われていることを好意的に報告している（p. 3）。
12） 『読売新聞』1923 年 1月 17 日、p. 4。
13） 『法学時報』246 号、1911 年 10 月（辞達クラブ、2001、p. 27 に所収）。
14） これらの活動は、『法学時報』と『学友会誌』に記載されていた辞達学会の記録を基に、筆者
の一人である久保が分類した。
15） 『中央大学学制一覧』1911 年 8月（辞達クラブ、2001、p. 31 に所収）。
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